
水水質保全研究助成の成果のまとめ
（平成 29年度～令和 2年度）

※BYQ水環境レポート（令和元年度）より引用



『湖沼における細菌由来溶存有機物の寄与：
鏡像異性体バイオマーカーを⽤いた定量法の確⽴』

琵琶湖環境科学研究センター ⼭⼝保彦 (H30-H31(R1))



『琵琶湖・淀川⽔系における環境汚染物質ビスフェノールAの溶存量と
脳神経系に対する影響の相関的⽐較研究』

関⻄⼤学化学⽣命⼯学部 下家浩⼆⽒（H29）

『琵琶湖における微⽣物群集の増殖解析』
京都⼤学⼤学院⼯学研究科 ⽇下部武敏（H29〜H30）



『琵琶湖底質 湖⽔間における溶存有機物⽣産機能の新規評価法の検討』
京都⼯芸繊維⼤学 布施泰朗（R2）

『淀川⽔系に棲息する⾃由⽣活性アメーバを宿主とするレジオネラ属菌に関する研究』
『淀川⽔系に⽣息するレジオネラ属菌と宿主となる⾃由⽣活性アメーバに関する研究』

独法)⼤阪健康安全基盤研究所 枝川亜希⼦ (H29 H30)

Acanthamoeba lenticulate



『淀川流域におけるアデノウイルス⾎清型の網羅的探索
に基づいた⽔系感染による健康影響の推定』

京都⼤学⼤学院⼯学研究科都市衛⽣⼯学分野 浅⽥安廣（H29）

『全有機ハロゲン化合物の⽔環境中における存在実態調査と
淡⽔藻類を⽤いた⽣態リスク評価』

京都⼤学⼤学院地球環境学堂 鈴⽊裕識（H29）



『⽔道⽔源における消毒副⽣成物前駆物質の特定と⽣成特性の把握』
京都⼤学⼤学院⼯学研究科 ⼩坂浩司（H30）

『消毒副⽣成物前駆体としての琵琶湖・淀川⽔系における
超親⽔性溶存有機物の存在実態』

京都⼤学⼤学院⼯学研究科 越後信哉（H31 (R1)）



『臨床領域で対策が求められている薬剤耐性菌の河川環境中における動態』
⼤阪薬科⼤学⼤学院薬学研究科 東剛志（H31 (R1)）

『淀川流域における残留移動性有機化合物ジフェニルグアニジン（DPG）
の存在実態−環境⽔中DPG分析法の確⽴と濃度分布の把握』

⼤阪市⽴環境科学研究センター 市原真紀⼦（R2）



『淀川⽔系における各種ふん便汚染源追跡指標 (微⽣物遺伝⼦マーカー)の調査』
独法）⼤阪健康安全基盤研究所 肥塚利江（R2）
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